
 

世界中のどの歯医者に行くよりも、この歯医者に来て良かった！！」と思ってもらえる歯科医院めざして！ 
 

 

本康歯科ニュース 

 

新年あけましておめでとうございます 

今年も一年皆様にとって良い年でありますよう心からお祈り申し上げます。 

今年初めから少し暗い内容になりますが 

寝ている間、無意識のうちに起こるいびきや睡眠時無呼吸症。 

しかし、放置していると取り返しのつかない深刻な事態になることも。 

いびき・睡眠時無呼吸症→狭心症、脳梗塞、頻尿……最悪の場合は「死」も。 
いびきや無呼吸は自覚しにくく、眠気や頭痛、肩こりや頻尿といった症状も無呼吸が原因とは気づきにくい。 
日本人は特に、睡眠時無呼吸症になりやすい傾向があるという。日本人は顎が小さいので、歯並びが悪くなる。
それによって舌のおさまりが悪くなり、睡眠時に舌やのどの筋肉が下に落ちやすいという構造になっている。 
睡眠時無呼吸症は、首が太い人、肥満の人に多いが、若くてやせていても、顎が小さい人に起きることがある。
また、口内の筋肉の衰えも関係するので、年齢が上がるほど増える傾向がある。男性の場合は 30代ごろから増え、
40～50代が全体の半数以上を占めるが、女性の場合は閉経後に増える傾向がある。女性ホルモンがいびきや無呼
吸を抑制する働きがあるためと考えられている。 
また、改善策・予防体操、受診の目安等々、不定期ですが掲載していこうと考えております。 
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